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概説･蘇格蘭土史
｢山取は小粒でも,ぴりりと辛い｣といふ格言
があるが,｢ネルソンの首科辞典｣(NELSON'S
ENCYCLOPAEDIA)といったならば,知る人
は,あの小型な25冊もののことを思ひ出すであら
う｡それは,見るからに,貧弱であるが,可愛ら
しい感じもする｡
私がこの辞典を入手したのは,あの港都 ･神戸
で,昭和18年 (1943年)頃であったと思ふ｡それ
から,殆ど手に触られずに,40年近くも経ってし
まってゐた｡
偶々,私は小著 ｢ロバート･バーンズの生涯と
思想｣(RobertBurns:HisLifeandTl10ughts)
〔1978年発行.日英両語.261頁〕を出版すること
になって,初めてこの辞典を開くことになった｡
ところが,それはその外見甚だ貧弱なるにも拘ら
ず,簡約 ･手頃で,その内容が如何に豊富である
かに,驚かされてしまった｡
さて,英閲 (TheUnitedKingdom)の歴史に
関する書物は豊富でもあり,入手もし易いが,然
し,｢あの奥まった小さい図･蘇格蘭土 (スコット
ランド)｣については,少くとも日本では,殆ど見
られないのではないか｡そこで,私は従来,蘇格
蘭土には,特別な関心を抱いてゐるのであったか
ら,著書に直接関係ある箇所 ･蘇格蘭土の ｢母国
語と文学｣を引いてみて,その筒にして要を得て
ゐるのに感心した｡そして,今回執筆の小著に関
する ｢埋め草｣にと取 り上げたのが,その歴史篇
である｡
今更言ふまでもないことなのであるが,あの美
酒 ･スコッチ,郷愁の布地 ･ツイード,何びとの
詩情にも甘く哀しく適合する民謡,民話等々は迄か
なる園日本の我々に取っても,今なは日常の生活
には欠かせないものを造り,供し,潤す物心両面
の関係があって,見捨てがたい園ではある｡あの
夢多く ｢王デヴイド(David:1084-1153)の下,
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蘇格蘭土はヨーロッパに於ける最も栄えつつある
閑々の-つであった｣と語られる,まさに,その
蘇格蘭土は,将来も尚期待出来る閲であって,そ
の歴史を播くことは必ずしも無意味ではなから
う｡
さて,この辞典は,その序文に於て,編者達の
提唱として,次の如きものを掲げてゐる｡(1)使用
の簡便なること,(2)参考の容易なること,(3)現状
に適鷹させること,(4)正確 ･信頼のおけること,
(5)研究への指針たること,等O〔一般の読者は｢蘇
格蘭土｣といふ音訳 (transliteration)に興味も愛
着もないであらうと思ほれるので,以下に於ては,
｢スコットラント｣-と片仮名をもって充てること
にしよう｡〕
スコットランドの記録に残る歴史は紀元後.80
年に,ローマの将軍JuliusAgricolaの侵略から
始まる｡何故ならば,彼はForth河の南方にある
その地方全域を征服し,またその正確な位地は不
明であるMonsCrampiusと呼ばれる地点に於け
る一大勝利によって,同河の北方領土を相伝する
ところの民族 ･カレドニア人達の権力を破壊して
しまったからである｡
これら北方の諸民族に置かれた牽制施設 とし
て,彼はForthとClydeとの間に一連の城砦を,
紀元後.81年に構築した｡北部プリトソ(これは,
Chevoit丘地の北部にある地区がローマ人達に
よって,さう呼ばれてゐるのであるが)の占領は
紀元410年まで,断績的に支持されたが,それは兵
力による占領以上には決して越ゆることはなかっ
たし,またロ-マ人達は道路 ･兵舎 ･石碑 ･貨幣
より多くは殆ど彼らの勢力を示す跡を残さなかっ
た｡
ローマ人達の出発一世紀半後頃に,我々はこの
-119-
闘士が主として四つの国民達- ピクト族 ･ス
コット族 ･プリトソ族 ･アングル族の所有となっ
てゐることに気がつく｡ビクト族は,その起源が
尚議論の種となってゐるが,Forth河の北方にあ
る地域を占領し,そしてブリトン族 (ブリソソ･
ケルト族)はClyde河の渓谷に沿って,Dumbart-
onに於ける彼らの城砦から伸展し,そして南は遠
くCumberlandまでに及ぶStrathclydeとして知
られる地域を占有した｡
これら二つの国民達が如何ほどの期間にわたっ
て,それら相互の領地を占有してゐたかは決定さ
れてほゐないが,然し,この新時代に早く,アイ
ルランドから到着し始め,そして現在のArgylと
隣接の諸島に恒久的な足場を獲得した｡この地方
に彼らはDalriadaといふ名称を興-た｡
半世紀後に,アソグル族 (チュ-トン族)は,
彼らの支配者Idaの下に,東部海岸に一つの王国
を建てたが,それはBerniciaといふ名称で,それ
の主要な本接としてBamboroughの城砦を以て,
Tees河からForth河の河 口にまでに進展 して
行った｡
同世紀 (588年)の終末前に,Deiraの王国は,
Tees河からHumber河までに拡がって,Bernici-
aの王閥に附加され,これら二図が,Northumbria
を構成したのである｡これら四つの民族達に於け
る最後の合同からして,現代のスコットランドが
発生した｡
これら民族間に於ける覇権獲得の闘争史に於け
る一つの決定的な事件は563年頃,Ionaの聖Clu-
mba(521-597)による上陸であった.二つの偉
大なる結果がColumbaによって,達成された｡つ
まり,彼はDalriadaのスコットランド王国を統
合固定し,そして彼はピクト族にキリスト教を授
けたのである｡
幾分後になって,聖AIungo(518-603)･別名
KentigenはColumbaがピクト族になしておい
た物事をStrathclydeのイソグラント王国にした
のである｡そして,次の世紀に,先づIona(アイ
オナ)〔スコットラソド南方･-プt)デーズ諸島中
の一つ〕の宗教が,そして次 (664年)に,ローマ
のそれが,Northumbriaへ導入された｡
キリスト教に於けるこれら二つの形体が存続す
る限り.それら対抗的な民族の問に,分離といふ
障害があった｡第八世紀の初期に,この障害は除
去された｡710年に,ピクト族の王Naitan.別名
Nectanがローマの宗教を受け入れ,そして二･三
年後に,IonaとDalriada(ArgyHshireの旧名)
とが彼の範例に追随した｡かくして,すべて四つ
の民族達はローマの優位を承認し,そしてその方
向は将来の統一に対して明白にされた｡
当初,7ングル族は有力な皇子達- Aethefri･
th,Edwim(その名前は-ヂソバラに保存されて
いる),とOswaldとOswiu- がそれら三つの
民族を支配する宗主権を確立した｡然しながら,
Pictlandの侵入に当り,彼らの別な一人の王Ec-
ghfrithは,Nectansmere- ForfarshireのDu-
nnichenと同じであるとみなされるが- に於
て,あのやうに圧倒的な敗北 (685年)に耐-たの
で,Northumbriaの威力はその瞬間から傾き始め
た｡
すべてその隣人3名によって,悩まされてゐた
ので,Strathclydeは当初恐るべき相手であった
やうには決して見えない｡それはDalriadaとPi-
ctlandとについては,別であった｡DomaldBreac
の下で,それの最も勢力的な支配者達の一人Dal-
riadaが特に重要な役割を演じたのである｡然し,
7ソグル族との戦 (642年)に於ける彼の敗北と死
とによって,それが衰退して種族の分裂となり,
そしてプリトン族とビクト族との支配下に倒れて
しまった｡
これら三つの敵対国が,かや うにして無力と
なってしまったので,ピクト族は未来のスコット
ランドに於ける境界内で,その支配的な地位を占
め始めたのである.彼ら王達の中で一人･Cons-
tantine一世(789-820)がその宗教上の中心点を
IonaからDunkeldへと移し,かくしてピクトと
スコットとのために,一つの教会の首都を確立し
た｡それから,Dalriadaの王Alpinの息子･Ken-
nethはピタト･スコット連合国の支配者となった
が,彼らはその後決して一つの民族としての他は
話に出されてはゐない｡
Stratl一Clydeはイングランドの王Edmondの
同意を得て,Malcolm一世(942-954)によって,
学芸を仕込まれたと言ほれてゐる.遂に,AIalc-
olm二世(1005-34)紘,TweedのCarham合戦
に於て,彼をしてLothianの首領となさしめる勝
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利を得,それをスコティアの王国に所属させるの
であって,- といふのは,今日まで,アイルラ
ンドに適用されるその名称によって,ピタト族と
スコット族との連合領土が今や特に指名され始め
たのである｡
Carhamに於けるMalcolmの勝利は明らかに
国史に於ける最も決定的な事件として見なされる
かも知れない｡PictlandとDalriadaとStrathc1-
ydeとは-王君の支配下にもたらされてゐて,Lo-
thianの追加は現代スコットランドの版図を殆ど
完成させてしまった｡〔Carhamに於ける勝利の年
に,Malcolm はStrathclydeを非常な降服状態に
低下させてしまったので,この地域からは,それ
以上の紛争は発生しなくなった｡〕
スコットランドの王達が自分らの権威を維持す
ることに最大なる困難を見出したのは,彼らの原
始領土に於けるForth河の北方へのであった｡そ
の困難は二つの源泉から発生したのである｡王家
の論争が屡々なる反乱を釆したが,それに対して,
唯一層多く活発な支配者達のみが首尾よく抗戦す
ることが出来るに過ぎなかった｡Moerne(現在の
Moray)の地方はその権利をAlbaの君主に向ひ,
幾世紀にも亙って争ったところの或る家族によっ
て支配された｡もう一つまた別な方向から一つの
同じやうな重大なる危険が生ずる恐れがあった｡
第九世紀に於て,ノールウェ-の族長達がOrk-
ney諸島に,Caithnessに,そしてSutherlandに
さ-ち,一つの足場を獲段してしまってゐたし,
またやがてスコット族の諸王達には恐るべき競争
者となった｡これら源泉の方向から発するところ
の危険が王 Duncan(1034-40)の運命に於て説明
されてゐた｡Thornfinnとの戦闘に於て,ノール
ウェ-の領主 Duncanは海陸両方によって敗北
させられ,そしてその供給源が停止されてしまっ
た ｡
Moerneの支配者 (Mormaer)MacbethはDu-
ncanの柔弱に附け込んで,一驚を起し,Elginの
近く,Bothgouananに於て,彼を敗北さて且つ殺
害 (1040)し,そして王として我が地位を占めた｡
Malco1m三世 (Canmore)は独特な個性をもっ
て,公然と戦った最初のスコットランド王である｡
1066年に,ノルマソディーのウイリアムによるイ
ングランドの征服が古代イングランド諸王の後継
老Edgar Atlelingとその妹九Iargaretとを
駆って,スコットランドに避難を求めさせるので
あった｡
MalcolmはMargaretと結婚をし,そしてこ
の合体が注目すべき結果となった｡それはスコッ
トランドに於てAIargaretの同胞中多数を定住
することに到らしめ､そしてAIalcolmに,イング
ランドの侵略をしばしばせしめたが,然し,その
最後になって,彼は破滅的に敗北し,そして殺害
された.就中,女王Margaretはその子孫達に
よって根気よく実行され,そして封建制度の導入
と共に,つひにはスコットランドにキリスト教団
に於ける他の王国に係る体制を輿-るところの宗
教政策を始めたのである｡
AIalcolmが死ぬや否や,その弟Donaldlhneは
Margaretの息子達をこの王国から追放し,そし
てその王位を占めた｡六ヶ月にして,彼は先妻に
よるMalcolmの息子Duncanによって駆逐され
た｡-年以内に,Donaldはその競争者を敗北さ
せ,そして殺害し,そしてMargaretの息子Edm-
ondとの協定が成立した｡その協定はDonaldが
Forth河の北方まで,そしてEdmondは南方まで
統治すべきであるといふことにあり,かくして,
LothianとAlbaとの古い分裂を修復した｡
これら二人の王達は三年間統治してしまってゐ
たが,それからWiliamRufusによって補給され
る軍隊の援助によって,Margaretのもう一人別
な息子Edgarが前記両者を敗北させ,そして再び
これら二つの王国を合併させた｡そしてそれは決
して二たび分離させられることはなかった｡十年
(1097-1107)の治世後に,Edgarはその弟達･
Alexander一世 (1107-24)とDavid(1124-53)
とによって相績された｡自分の遂行することが出
来るところの革命- 宗教上 ･そして政策上の
- によって,自分の王国にDavidが輿-たとこ
ろの一致団結によって,その国民が従ふべき方針
を決定した｡
彼の治世に於ける大部分はイングランドに於け
る戦争によって占められてゐた｡Northumbriaに
於けるSiwaldの孫息女Mati】daとの結婚によっ
て,彼はHuntingdomの名馨,その治世中North･
ampton伯爵位,またNorthumberland伯爵位を
獲得した｡その姪 MaltidaとStephenとの問に
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於けるイングランドの内乱はその姪がもつ権利の
と彼自身がもつ要求権利のとの支持に於て,イン
グランドを侵入することの口実を彼に興へたので
ある｡
この干渉に於ける最も顕著な事件は1138年に於
けるNorthaleton(Standartの会戟)に於けるそ
の敗北であった｡然も尚,彼の努力による結果と
して,彼はNothumberlandの伯爵領を維持し,そ
してそれを彼はその次子Wiliam･後のWiliam
theLionに輿-た｡然し,Davidをスコットラン
ド諸王の名表中かくまでも高く置くのは,彼の自
国に係る政策であった.
この政策に於ける顕著な事実はノルマソ･スコ
ティッシュ･デンマークの血統をもつ人々に国土
を譲渡することであって,これらの授興はこの図
に於ける支配民族を取り啓へるほどの規模で行ほ
れたのである｡David治世の末期に於て,スコッ
トランドはその他キリスト教諸王国に似た封建隣
家であったoDavidに於ける他の偉業はその国家
宗教をローマの範例に同化させることであって,
その過程にはケルト民族のもつ宗教観念の代表た
るCuldees(修道士の友愛団体)の廃絶が含まれて
ゐた｡
それら四つの主教管区 (St,AndrewsとGlasg-
owとDunkeldとMoray)に,Davidはもう五つ
- RossとAberdeenとCaithnessとDunblane
とBrechinとを加へたのである｡教会へに対する
彼の寛容に関する触知できる記念物はまたKelso
と,Melrossと,Newbattleと,Dundrennanと
KinlossとCambuskennethとHolyroodとJed-
burgh との大修道院であったO彼の業績目録には
尚更に彼が自治都市の発展に輿へた起動力が加-
られねばならない｡それの天然資源に比例して,
David下のスコットランドはヨーロッパに於け
る最も栄えつつある団々の一つであった.
イングランドはその隣接王国の増加して行く資
源を驚博して熟視すべき充分な理由があったし,
またイングランドの王達ほ彼らスコットランドの
同代者達の権力を縮少させるといぶ浜重な政策を
採用した｡王位に彼を継承したDavidの孫息子た
る丸Ialcolm 四世(かのMaiden)からHcnry二世
がスコットの王によって当然に要求された北部イ
ングランド諸州を無理に要求し,そして彼 (王ス
コット)にはTynedaleとHuntingdonとの ｢名誉｣
とを残しておくことに過ぎなかった｡
Malcolmの後継者 (1165-1244)Wiliam一世
(Lion)は自分自身のものと考-てゐるNorth-
umberlandを侵略してゐる間に,Alnwickで捕-
られ,そしてHemryをスコットランドの最高王
者として承認せざるを得なくなった｡彼自身の王
国に於ても,またWiliamはGalowayとScoト
landとCaithnessとにゐる不平不満 な臣下達に
ついて,深刻な困難をなめた｡然しながら,つひ
に,彼は彼らを全部征服した.一万マ-クという
金額で,イングランドのRichard一世はWiliam
の領土を越えて,Tweed(1189年)に至るまでそ
の宗主権を明け渡したのである｡
Alexander二世 とAlexander三世 との治世
(1214-85)に亙って,スコットランドは国家の
発達に於けるあらゆる方面に沿って,着実な前進
をなした｡Alexander二世の主な業績はMoray
に於ける反乱の鎮定とMorayのやうに長い間困
却を及ぼしてゐたArgylの征服とであった｡然
しながら,もっと重大なのは,彼の息子であり且
つ後継者であるAlexander三世 (1249-85)に
よってなされた征服であった｡
Edgarの治世に,Norwayの王MagrLtlSBare･
footは西部諸島(つまり,それらがその当時呼ば
れてゐたやうに,Suderey諸島)の譲渡を強要し
てゐた,そしてその日以来これらの諸島はスコッ
トランドの王国にとっては恐るべき隣人となって
ゐた｡Norwayの王Hacoはこれらの諸島に対す
るわが要求を再度主張し,そしてスコットランド
国王に一撃を加-るために,一大軍備をもって,
スコットランドに航行した｡彼はLargoの会戦
(1263)で一つの牽制を受け,彼の艦隊は嵐によっ
て奪はれ,そしてNorwayに帰る途中にKirkw-
alで死んだ｡
この征服事業ほかやうにして,容易ならしめら
れ,かのHebridesとIsleofManとはスコット
ラソドに附属されることになり,Alexamderはそ
れら西方諸島に対する賠償金を支排ふのに同意し
たoAIexanderの死後,打ち絞く不幸と悲嘆との
時代を通じて,彼の治世はスコットラソド団の黄
金時代として見られるやうになってしまった｡
その死に臨んで,Alexander三世の唯一人生き
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残りの代表は ｢MaidofNorway｣･Margaretだ
けであった｡この王国に於ける諸事務を処理する
やうに任命された摂政政治によって,彼女はイソ
グラソドのEdward一世の後継者に嫁すべく協
定されたが,然し,その帰国の途中で彼女はOrkn-
ey諸島で死んだ｡
この空自王位に対して,12人の候補者より少な
いことはなかったが,然し,彼らの中で,わづか
に3人だけが真剣な主張 (要求)をもってゐるも
のと考へられることが出来るに過ぎなかった｡こ
れらは,WiliamLionの兄弟Huntingdonの伯爵
I)avidの長女が生んだ孫息子JohnBaliolと二女
の息子RobertBruceと三女の息子IIenryIas-
tingsとであった｡これら申請老達の同意をもっ
て,スコットランド王位の裁定はEdward一世に
委託された｡そこで,彼はスコットランドの最高
君主として,皆に承認された｡
Berwickの城内で(1292年11月17日),Edward
はBaliolに味方する彼の判断を下し,そして,自
分の王冠を辞退した｡何故ならは,その裁定はイ
ングランドの宗主権を暗示してゐるからであっ
た｡Baliolはその隷属状態下に於て,苛立ち,謀
叛をし,敗北し,わが王位を辞退せねはならなかっ
た(1296年)｡その時からは,スコットの王はある
べからずと彼の征服者は決め定け,知事.出納官.
また当Egの事件を管理するために,司法官を任命
した｡
この配備は,WiliamWalaceの覇権下に於
て,スコットランド人が反乱に立ち上り,Stirling
に於て,イングランドの軍隊に決定的な勝利を納
めた頃,一年と持ち堰へることはなくなってゐた｡
その翌年,Edwardは本人自らスコットランドに
入り,Falkirkに於て,Walaceの軍隊を打ち破
り,もう一度自国の主宰となり,最も重要な要塞
を守備することによって,その支配権を固守した
のである｡
また,もう一人別な救助者がその申請者には孫
息子になるRobertBruceに於て立ち上るので
あった｡1306年充分には確認されてゐない状況に
於て,BruceはDumfriesにあるMinolite修道院
の礼拝堂に於て,JohnComynを殺害した｡Com-
ynはイングランドの利害を代表してゐて,それで
Bruceは,かやうにして彼が恐らく長い間見つめ
てゐたその小径を強いて辿らされた｡彼は1306年
Sconeに於て,自ら王冠を戴き,スコットランド
の完全独立を来すことになるあの生涯を始めたの
である｡
彼の事業は1307年に於けるEdward一世の死
とその後継者がもつ薄弱な性格とによって,促進
された｡1313年までには,その侵入者が所有する
唯一の要塞はStirlingの城となってゐたし,また
その翌年にはBanockburnに於けるBurceの意
気揚々たる勝利がStirlingの運命と王国の運命と
を直に決定したのである｡
国内が今や平定されたので,Bruceはイングラ
ンドの組織的な･計画的な侵入による報復的な政
策を始め,彼の頼みになる二人･かの ｢善良なる｣
SirWiliamDouglasとThomasRandolph(級
に,Moraryの伯爵)とが,戦争に関するスコット
ランド的な方式に於て,特に傑出してゐた｡イン
グランドに於けるもう一つまた別な打撃として,
Robertの弟EdwardBruceがアイルラソド-武
器を持ち込み,それで1316年にその王君であると
事実上要求されたが,然し彼は二年後に,Dundalk
に於けるイングランドとの戦争で殺害されたので
ある｡
イングランドは1328年,Northamptonの保約
に於て,スコットラソドの独立を承認せざるを得
なくなった｡I;ruceはその翌年に死んだ｡彼の治
世には,またスコットランドの憲法史上最も顕著
な事実が属してゐる｡1326年に,Cambuskenneth
に於て,第-回スコットラソド議会が名実共に開
かれた｡
今までのところでは,唯一層有力な男爵達と一
層高級な牧師達とのみが国家の慎重な議会を構成
してゐたが,然LCombuskennethに於て,初めて
それら自治都市から選出された代表者達がその進
行に参興することになった｡Robert一世は彼の
息子David二世(1329-71),つまりイングランド
のEdward三世によって相績され,Davidの若き
を利用し,JohnBaliolの息子EdwardBaliolを
従属君主として,父の王位に就かせることに暫ら
くは成功した｡
Baliolは結局見捨てられてしまった｡然し,イ
ングランドの侵入に当って,Davidは敗北 し,
1346年にNevile'sCrossに於て投獄され,そし
- 123-
て我が王国の資源に重税を課した賠償金の支払
で,その後十一年に,わが自由を回復したに過ぎ
ない｡スコットランドへ戻るや否や,彼はイング
ランドとの秘密候約に入った我が父の息子とし
て,名著を汚してしまったが,そのためにEdward
三世の息子は長男を除いて,誰もスコットランド
の王として,彼を相頼することが出来なくなって
しまったからである｡
この盟約は効を奏さなかったが,それでもDa･
vidの死んだ時,尚スコットランドはそれがNort-
hamptonの候約によって得ておいたところの独
立を尚維持したのは,スコットランド議会の憤然
たる抗議によるものであった｡
スコットランド国王の新なる系図はBruceの
娘Marjoryの息子 Robert二世から始まる｡高級
管理者の職務はこの家族に於て世襲的であって,
またその公式な呼称はStewartといふ王家の名
称となった｡
Robert二世 (1371-90)の治世は主としてイン
グランドとの小規模な戦争に占められ,その中で,
初めて,スコットランドはフランスから直接の援
助を受けたが,それ自体は,イングランド諸王の野
望に対する目標となった｡それは彼の宗教改革に
当って,スコットランドがローマの宗教からプロ
テスタソト主義に移った時,破れたに過ぎないあ
の仏蘇同盟 (Franco･ScottishLeague)に於ける
事実上の端緒であったQ
John ofGauntによる侵入とSirJohn de
Vienneの下,フランス援軍の一隊による出場と
その中に於てDouglasがイングランドのPercy
家一門に対する赫々たる勝利を得たOtterbourne
(ChevyChase)の合戦とはRobert二世による
治世の顧著な事件であるO
彼の息子に して後継者であるRobert三世
(1390-1406)は彼 (Robert二世)の弟で,Fife
の伯爵 ･その後三十年間にわたって,当園の事実
上支配者たるDukeofAlbanyによって,影をう
すくさせられてゐた｡Buchanの伯爵 (theWolf
of Badenoch)Alexanderの功績は,その中で
Elginの町を大聖堂との焼却とInchofPerthに於
ける-イランド閥族二つの闘士達による格闘とが
あって,Robertによる治世の初年代に属してゐる｡
それから,先づAlbanyとその長男Rothesay
の公爵との間で当園に於て,一つの争闘が次いで
起り,そしてその対抗行為が不正な競技であった
といふ疑の下,Falkland宮殿に於けるRothesay
の死によって終結した｡この地域に於て,またイ
ングランド人とスコットランド人との間に日常的
な闘争量があったのだが,彼ら二つの最も注目す
べき遭遇戦がNesbitMoor(1402年)に於いて,
そしてまたHomildonHill(1402年)に於て行は
れ,そしてそれらの両方に於て,スコットランド
人が敗北した｡
Robert三世の死を前にして,彼の息子にして
後継者･後のJames一世がその教育を完成するた
め,フランス-の途上,イングランド人によって,
揃へられてしまってゐた｡それ故に,Robertが死
ぬや否や,Albanyは摂政に任命され,そして1420
年に,その死に至るまでこの図を支配した.スコッ
トランド史上 ･三個の顕著な事件- 1407年はか
の殉教者James Resbyの火刑と1411年はHar1-
owの合戦とまた1141年はスコットランドに於け
る最古の大学(St.Andrewsの大学)の創立とが彼
の配剤に属してゐる｡
Harlowに於けるIslesの領主Domaldの敗北
はスコットランドをケル k族とサクソソ王子との
間に再び細別されることから扱ったのであるが,
然しそれら貴族達の間で最も有力なるものによっ
て,無祝された｡この王と貴族達との間に於ける闘
争は,第十六世紀の終末まで綬くのであって,Ja･
mes一世 (1424-37)の治世に於て,明確に片が
附いた｡
イングランド人に六万マークといふ賠償金を支
払ふや否や,Jamesは1424年にその故国に復帰さ
せられ そして直にそれら貴族達の権勢を打ち破
ることと王位の特権を拡大することに志向した｡
その事業遂行に当って,彼はSirRobertGraham
といふ致命的な敵を作ってしまひ,これがPerth
に於て,王を驚かし,Jamesの詩The Kingis
Quai一(御製集)の中に見られる女王 ｢乳白の鳩｣
の面前で彼を殺害したのである｡
James一世によって達成された恒久的な改革
の中で,三つ- 成文法令の組織化と｢session｣
(高等民事裁判所)として知られる裁判所の設立
と議会の決議をスコットラソド語による公表とが
特に注目に値する｡その息子にして後継者たる
-124-
James二世 (1437-60)は父の死んだ時,わづか
七才であるに過ぎなかった｡その瀕発が法律と秩
序とに対しては損害が大であったところのそれら
長い未成年期のもう一つが績くのであった｡
1449年に,James自らが支配権を握った時,彼
はその資源と大衆感情に及ぼすその威力とによっ
て,Stewart家の恐るべき敵手であるDouglasの
大家に自らが対時しせられてゐるのに気がつい
た｡(その一人を彼は自らの手で,その来客がStir-
1ingの城にゐる間に,殺したのである｡)家族の相
次く代表者達と,彼は広い戦地に於て,スコット
ランドの覇権を争はねはならなかった｡その苦悶
は,Jamesの勝利とBlackDouglas家の破滅と
に終るのであった｡Jamesはその家系中で,最も
旺盛にして且つ人気ある者達の一人となって見せ
た｡然し,彼はイングランドの侵入に備-てゐる
間に加農砲の作裂によって死んだが,それは齢三
十の時であった｡それからまた一つの長い未成年
期があった｡｢はらの戦争｣(the wars ofthe
Roses)が始まったばかりであって,母女王･ゲル
デスのマリアはYork家に加担し,St.AI一drews
の主教KennedyはLancaster家に加担 した｡
Kennedyの一行は優勢となり,1465年の死に至る
まで,短期間ながら,彼は均等なる慎重と幸運と
をもって支配するのであった｡
事件の指揮に対する争奪が次いで起ったので
あって,これはBoyd家が当座の支配権を握る結
果となった｡その十八才をもって,James三世は
デンマーク･ノールウェ一･スウェーデン王の娘
Margaretと結婚したが,彼女はOrkneyとShe-
tlandとの島々をその持参金として持って来た｡
1479年に,Jamesは彼の弟達二人Mar伯爵Jo-
hnとAlbany公爵Alexanderとの深刻な口論に
巻き込まれた｡Jamesは彼らに反乱の嫌疑をかけ
たので,二人共を突然逮捕し投獄した｡Albanyは
逃亡したが,一つの不幸な偶然の一致によって,
Marが獄中で死んだので,彼の卑劣な行為に出喰
はしてゐたのであるといふ嫌疑が持ち上った｡
Jamesは,然しながら,(口論の原因となった)
彼の愛好者達を諦めることが出来なかったし,普
たそれら貴族達と一般人民達との不満がつひに或
る決定的な行動に於て,現ほれた｡イングランド
のEdward四世による侵入を反撃しようと1482
年にLauderで野営をした時,Jamesは彼の最も
有力な男爵達に悩まされた｡何故ならば,彼らは
彼がその愛好者達を追放し,そして彼が,その助
言下に於て,流通させておいた低価の貨幣を撤回
すべきであると要求したからである｡
Jamesは怒って,二つの傑件を拒絶した｡そこ
で,それら御し難い貴族達はそれら愛好者達の大
多数を絞殺し,そしてJamesをその伯父Atl101e
伯爵の保護下,-ヂソバラの城内に置いたo追放
されたAlbanyはイソグランド軍によって支-ら
れ,今は当園の主君となった.
然し,すでにわがスコットラソドの同盟国と口
論をしてしまってゐるので,彼(James)は再び追
放され,そして暫しの後,その口論を諦め,フラ
ンスへと引退した｡その残るわが治世五年の間に,
Jamesは自国からその貴族達を締め出すといふ
その古い政策をつづけ,そして最後の危期が1488
年に到来した｡
その法定推定相番人にして後のJames四世に
ついては,彼らの中にあって,それら男爵達から
成り立つ同盟国がこの国王に向って,戦闘を開始
したので,国王はSauchieburnの合戦で,Edward
二世に及ぼしたBruceの偉大な勝利の戦場に敗
北させられ,殺害されかかった｡わが父の死に遭っ
た時,James四世は齢わづかに十六才であって,
二十二才にして初めて彼は業務を自ら指揮する権
力を握ったのである｡
その六年にわたる未成年期は国家的大事件二つ
だけでによって明らかにされてゐるに過ぎない｡
その一つは時の政府に対する1489年の反乱であっ
たが,それは速かに潰威されてしまった｡1344年
に,nlacdonaldの大族にある族長達はそれら西部
諸島全部に統治権を確立してしまってゐて,それ
らを彼らは,スコットランドの諸王に対して,つ
ねに反目しつつも,独立した統治者として,支配
した ｡
かくして,James三世の未成年期間に於て,伯
爵RossとIslesの領主とがEdward四世と秘密
侯約に入ったが,その目的はStewart王朝の排除
であり,彼ら王国の武装解除であった｡その偉大
な統治権が終蔦を告げたのはこのJohn自身がも
っ人格の中にあった｡その高齢に達すると,彼は
その権威をその甥 ･LochalshのAlexanderに委
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任したが,James三世に対して,その伯父がなし
ておいたその従順をひどくきらひ,不成功ながら
ち,旧来の統治権を重ねて主張しようと謀った｡
1493年に,Islesの償主に関する失権の宣告を通
過させたが,然し,Jotlnはこれに抗議することが
出来なかった｡然し,この民族がもつ勢力はそれ
を濃滅させるため,James四世とその後継者との
あらゆる資源に課税するのには尚充分であった｡
この王は,その先輩達とは似合はずに,それら貴
族達について困難が少しもなかった｡彼はそれら
エステートの会合を召集することが稀であって,
その枢密院を通して統治した｡
初めから終 りまで,Jamesの夢中になってゐる
主な問題はイングランドに対する関係であった｡
かの山師PerkinWarbackによる主張を信奉し
て,彼はかのBorder(図星)を渡って,一大軍隊
を導いたのであるが,然しながら,それはイング
ランド人達からは何らの支持を得なかった｡Ja-
mesにとって幸ひなことに,イングランドの国王
は平和を好むHenry七世であった｡1502年に,ス
コットランドの図王にその娘Margaretが嫁 く
ことによって,Henryはその残る治世中それら二
つの王国間に平和を得,そしてイングランドの
James六世下に於て,彼らの多事な同盟を確実な
らしめた｡
1509年に,Henry八世がイングランドの王位に
ついた時,初めから彼とJamesとの問に,摩擦が
あった｡鼠境の紛争がいろいろな誤解を来たした｡
そして,フランスの盟友として,JamesはHenry
がLouis十二世に宣戦を布告した時,イングラン
ドに侵入するのに徳義上自身が貢を負はされてゐ
ると考へた｡その結果は曽てスコットランドの軍
隊に降りかかった最大なる不幸たるFloddenにたお
於ける1513年の敗北であった｡James自身がイト
れ,そして重要な各家は皆その代表がそれら殺害
されたものの中に入ってゐた｡
Floddenに於ける不幸は別として,Jamesは自
身が勢力的にして成功的な支配者であり,また正
義の行政に勢力的であることを立証した｡西部の
高地と諸島とはそれらが以前決して知ってゐな
かったさういふやうな法と秩序との状態に墜ちて
しまった｡スコットランド海軍の建設とグラス
ゴー大学の創立 (1495年)と印刷術の導入 (1507
午)とはスコットランド治世中,最も耳目に親し
い一つの治世に於ける尚一層差異ある特質事件で
ある｡
Jamesの死んだ時,彼の息子にして後継者であ
るJames五世 (1513-42)はほんの子供であるに
過ぎなく,それでその政治は彼の母 ･イソグラソ
ドのMargaretの手に置かれたが,その気まぐれ
奇行はこの図を治世の殆ど末期に至るまで,混乱
させた｡当初から,彼女はJames三世にかやうに
多くの迷惑をかけておいたあの･Albanyの息子 ･
公爵Albamy･摂政のJotlnに呼びかける或る有
力な一団によって反対された｡Albanyは1513年
にフランスから到着し,そして1525年まで,この
摂政権を保持した｡
今や初めて,一団が,フランスにとってよりは
イングランドにとって,一層有利なスコットラン
ドに発生し,それでAlbanyがイングランドで戦
争をしようと努めた時,彼はそれら貴族達の大多
数が自分に従ふ意志のないのに気がついた｡従っ
て,彼がその摂政職を辞し,そしてつひにこの国
を去ったのは挫折した人間としてであった｡1528
年に,Jamesはその政治を自分自身の掌中に納め
たのである｡
彼の初めてする仕事は母女王の第二夫にして
I)ouglas家の長たる伯爵Angusと交際すること
であった｡イソグランドの関心によって支へられ
てゐるとはいへ,Angusは速かに圧服させられ,
そして追放されてしまった｡Jamesは,これら諸
島と閲覧とに秩序を回復することによって,わが
決意の尚一層なる立証をするのであった｡然しな
がら,その父と同じやうに,彼はHemry八世とい
ふ最も恐るべき敵ができた｡
イングランドは今やローマ教会と悪化 し,ス
コットランドをわが同盟国として持たうと,曽て
より以上に熱心になった｡然し,如何なる懇請も
彼の相伝信仰からも或ひはフランスとの古い同盟
からも,いづれからもJamesを分離させることが
出来なかった｡Henryの憤慨したことには,彼は
相ついで,二人のフランス婦人- Francis一世
の娘MadeleineとLorraineのAIaryと結婚 し
たoつひに,戦争がこれら二院の間に勃発した｡
然し,彼がイングランドの侵入で,軍隊を召集
した時,それら貴族達が,彼はフラソスのであっ
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て,自分自身の王国の利害関係で,行動しつつあ
るのではないかといふ理由で,彼に従ふことを拒
絶した｡1542年に,SolwayMossに於ける彼の軍
隊が恥ずべき大敗をしたことはJamesに断腸の
思ひをさせ,そして二･三週間後に,彼はFalkland
に於て,その幼児MaryStewartをわが後継とし
て残しつつ,死んで行った｡
彼は,その父より以上にさへも,人気のある王
であったが,然し彼は幸運な行政人としてほ彼(そ
の父)に優ってはゐない｡然しながら,彼の治世
に於ける一つの行為は特に注目する価値がある
- バリー議会の模範に基いて,1532年に法科大
学を創立したこと｡
Stewart王朝が王位に上ってしまってから,ス
コットランドの歴史に於ける顕著な事件はこの国
王とその貴族達との問に於ける闘争であった｡
MaryStewart(1542-67)の即位をもって,区
画分割といふ新なる根本方針がこの王国に於ける
進化の中に現はれ始めたのである｡
一方に於ては,プロテスタント主義と共同行為
とを以てイングランドを支持するところの一派が
発生し,他方に於ては,昔からの宗教とフランス
との古くからの同盟とを保留したいと望む国民の
大多数が当初はゐたのである｡Arranの公爵を知
事として任命したことは,その息子Edwardとス
コットラソドの幼い女王との問に於ける結婚を提
案するや うにHenry八世を激励するのであっ
た｡そして,イソグラソドとプロテスタント主義
との両つながらの傾向をもってゐるArranの政
府機関藍を通して結婚傑約が1543年にGreenwic-
hに於て,事実上締結されたのである｡
然しながら,スコットランド人の大多数にとっ
て,その候約は嫌なものであった｡そして,昔な
がらの宗教に関する主要な代表 CardinalBeat0-
m(1494-1546)といふ一個の人間として,また一
個の聖職として,二つながらその利害関係が現存
しつつある秩序に拘束されてゐる闘士が彼らには
あった｡Beatonのそれら努力によって,そのイソ
グランド傑約は廃棄され,Arranは国内のあらゆ
る実権を剥奪され,そしてフランス同盟は更新さ
とラ や
れ,根強 く陶治された｡相次ぐ侵略によって,
Henryは,外交によって獲得出来なかったところ
の物事を,武力によって強奪しようと努力した｡
然し,Beatonの指揮下,スコットランドは引き積
き頑強であった｡
1546年に,Beatonが一部はプロテスタントの
殉教者GeorgeWishartを処刑したことに対す
る報復から,St.Andrewsに於て,暗殺された｡
Hemryも亦その翌年死んだ｡然し,その抗議者
Somersetは,あらゆる犠牲を払って,スコットラ
ソドの同盟を求めるといふ政策をつづけたのであ
る｡Ⅰieatonの死は,然しながら,フランスとの締
結を強化するに過ぎなかった｡ArranとLorrai-
neの母女王Maryとの問で,この園に於て,初め
て一つの抗争が発生した｡
この若い女王はフランスへ派遣された｡スコッ
トランドへ引き連れられたフランスの一軍はSo一
mersetがこの園内に配置させておいたところの
イソグラソド駐屯軍を駆逐した｡そして,1554年
に,LorraineのAIaryは摂政にされ Arranは
Chatelheraultの公国をもって慰籍されたのであ
る｡今や,あたかもスコットランドがフランスの
属国にならうとしてゐるかのやうに- 1558年
に,フラソスの皇太子にMaryStewartが嫁すこ
とによって,尚一層恐らく,その結果として報復
される偶発事件になるであらうやうに思ほれた｡
然し,それら主要なるスコットランドの要塞に
於て,フランスの駐屯軍を,また重要なる公共官
藍に於て,フランスの政治家達を,見ることはイ
ソグラソドに対する伝承的な憎悪と同じほどに激
烈なる感情をフランスに対して漸次起して来るの
であった｡かういふ感情に,今や旧来の教会に対
する募り行く不満が合体したのである｡何故なら
ば,その教会はそれの財産とそれの職権乱用とそ
れの聖職による一般の堕落とによって,倫理的に
また経済的に,一個の我慢できない組織となって
しまってゐたからである｡
プロテスタントの教義は,健実に,特に一層大
きな都市の中流階級間に,地盤を獲得した｡その
中で,James Stewart刺 (その結果として摂政
AIary)とGlencairnの伯爵とLorn卿とが有名
である二 ･三の貴族達によって率ゐられて,プロ
テスタソト党はこの摂政に対して,公然と反乱し,
イングランドの援助を追求し,且つまた獲得した
のであるが,今はプロテスタント派のElizabeth
によって支配されるところとはなったのであるO
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蘇英合同軍により,Leithに於て,故国されたの
で,仏軍はプロテスタント主義とその国家宗教
- つまり,スコットランド階級人達の集会に
よって,正式に裁可される一個の ｢仕上｣として
実質上確立させる一つの使約を受諾するやうに追
ひつめられてしまった(1560年8月)0Lorraineの
人々は多数この戦闘過程中に死んでしまってゐ
た｡それで,1561年8月になって,初めて彼女の
娘はその夫Framcis二世を失ってしまってゐる
ので,その故郷へと戻って行くのである｡
彼女による実際的な治世の当初四年間は,Hun-
tlyの偉大な伯爵の洗液がその主要な事件 (1562
午)ではあったけれども,比較的に平穏無事であっ
た｡AIaryはHolyroodの教会に於て,ミサを撃げ
てもらうことの権利を彼女自身とその下僕とには
保持しつつも,その宗教上の立場を自分が発見し
たものであるとして,受け入れるのであった｡か
の古い宗教を打倒することに於ける偉大にして大
衆的な指導者であったJohmKnoxと彼女が衝突
したのはこの点に於てであったのである｡
Maryのそれら最高なる助言者達二人James
Stewart卿(1562年にMorayの伯爵となる-)と
LethinglonのWiliamMaitlandとは,彼ら以前
の共謀者から離脱して,その新たなる宗教上の解
決を確立することのために,彼ら自身の政策を採
用した｡この政策はMaryをイングランドの王位
継承者として認めるや うにElizabethを説得さ
せることであって,それによってMaryは両国に
於て今や確立されてゐる宗教と自分自身を同一視
するための優秀なる理由をもつことになるであら
うことだった｡
Elizabethは後継者を指名するやうに説得され
ようとはしなかったし,またMaryは1565年にそ
の従兄Darnleyと結婚したが,彼は,彼女自身に
次いで,イングランド王位に対しては最も近い後
継者となり,かくして彼女自身の主張要求を強化
したからである｡熱情といふものが,然しながら,
やがて政策を悲惨な仕事にさせてしまった｡AIa-
ryが見栄を張って,イタリア生れの国務大臣Da-
vidRizzioに示したそれら親切な行為に妖妬をし
て,Darnleyはこの寵臣を切り捨てることに対す
るそれらプロテスタント貴族達の陰謀に加った｡
Holyroodの宮殿に於けるPizzoの殺害 (1566
午)はそれら王室の同志間に最終的な不和を生じ
たのである｡この事実後に於けるDarnleyと自分
が結婚することを妨げようと努力してしまった時
に,彼女が見捨ててしまってゐたMorayとMaitla-
ndと一緒に,Maryは提携して活動することは,
もはや出来なくなった｡彼女がえらんだこの新し
い顧問はBothwelの伯爵Jamesであったが,彼
は,彼女の王位を同じやうに分担することに定め
られてはゐるものの,彼女の助言を分担するだけ
では満足しない人物であった｡
Darnleyが邪魔になった｡然し,Maryの秘密な
協賛を得て,Bothwelは,その中でDarmleyが病
床に横ってゐるところのかの虎(Fieldの教会)を
爆破してしまったが,その犠牲者は恐らくその爆
発が起る以前に殺害されてしまってゐたであら
う.三ヶ月よりもう少し以上の間に,Maryと
Bothwelとは結婚した.然し,輿論は世界の前
に,その国家を辱づかしめたところの合同を黙許
することはなからうことであった｡
これらプロテスタントの卿達は,Bothwellも
同時にこの園を地棄するやうにと強ひられてゐる
ので,Maryにも,CarberryHilに於て降伏する
やうに強ゆるのであった｡LeveれCastle卿に引き
渡されたので,Maryはその王位を去るやうに幽
閉されてしまひ,そしてMorayの伯爵がJames
六世として,1567年王位に就かしめられるその幼
少なる息子の名に於て,摂政に任命された｡その
翌年に,彼女はその牢獄から逃亡したが,然し,
Longsideに於て敗北させられ,そしてイングラン
ドに避難を求める状態に追いやられてしまった｡
それから,Moray.Lennox,Morton伯爵らの摂
政期間がつづいた｡
これらの摂政期間を通じて,1573年まで,国家
は鼠王党と女王党との戦争によって混乱させら
れ,その過程に於て,二人の摂政達MorayとLe･
nnoxとは暗殺されてしまった｡その女王党は
Hamiltom家とそれら偉大なる貴族達の大半とに
よって支持され,またフランスによっては補助金
を輿-られた｡ところが,王のそれ (党)はそれ
ら一層大なる町々の同情とイソグランドの問歓的
な援助とを受けてゐたのである｡
その闘争はイングランドの補助部隊によって強
ひられてゐるので,摂政MortonによるMary党
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に於ける最後の要塞-ヂソバラ城の攻略によっ
て,遂に終決されてしまった｡これはスコットラ
ンドに於けるプロテスアント主義の勝利を遂に確
定するところとなった.Mortonは1578年にその
摂政蔵を辞したが,それなのに,わが権勢を再び
主張しようと努めるに当って,打ち勝たれ,そし
て1581年に公然と処刑された｡James六世の具
体的な治世と共に,この園に於ける教会並びに政
治上の発展に於けるもう一つまた別な舞台が始ま
るのである｡少数ながら,可成p-マンカトリッ
ク教徒が尚まだ存在してはいるものの,プロテス
タントの定着は今や安全無事と考へられるかも知
れないことであった｡その後,1688年から1689年
まで,この図に於ける非常に吸収的な関心は教会
と王権との問に於ける論争であった｡
James六世は王達の神的権利といふ彼の固定
観念をもって,わが臣下達の財産 ･身体 ･霊魂の
絶対的な支配者と彼自身をならしむべきである政
体の形成をねらったのであった｡政体に関するか
やうな理想と長老派教会制度とは,それが大多数
のスコットランド人に向って,それ自身を推挙す
るところの信条であり教会政策であったので,根
本的に協調することが出来なかった｡他方では,
監督教会制度が,Jamesのそれを想像理解してゐ
るやうに,彼の政策上に於ける目的を催進するや
うにと,みごと採用されたのである｡
単なる政府の役員に過ぎなく,彼の勝手に解任
され得るであらうところのこれら監督達を通じ
て,彼は一般牧師職の柔軟性を保証確定すること
が出来たし,そして彼ら (牧師達)は,今度自分
らの番になると,平信徒達の心に一つの相麿な方
向を興へるやうになるであらうことだった｡当初
は,AndrewMelvileとそれら貴族達からなる相
当に沢山な党部とによる指導下にあって,教会は
それ自身を支へることが出来るより以上なもので
あった｡Jamesが1603年にイングランドの王と
なる王権の統一以前に於てさ-も,彼は長老派教
会制度の勢力を破壊してしまってゐたし,また監
督教会制度を設立するに当って,相当に多大な前
進をなした｡
彼は,自分に彼らの支持を進んで輿へやうとし
てゐる彼らすべてに,教会の土地を自由に下賜す
ることによって,教会からそれら貴族達を分離さ
せることによって,このことを達成したのである｡
イングランドに彼が移転するや否や,彼はその背
後にあるもうー っまた別な王国の財源を入手し,
そして彼はスコットラソドを漸次に然し確実に,
改変させて,属国に過ぎないものとしてしまった｡
彼がこの図に於けるそれらの業務を管轄するの
は,彼自身によって任命されるスコットランドの
枢密院を通してのことであった｡
議会は稀にしか召集されることがなく,また彼
らが会合する場合も,彼の命令に対して合法的な
手番きを取るやうな格好をつける補助的な代表者
達によって注意深 く詰め込まれるのであった｡
1625年に於けるその毅年月日までに,Jamesはも
はや長老派教会制度を破滅させてしまってゐて,
また国家の上にと同じやうに教会の上に完全な支
配力を興へる一種の監督教会制度を確立してし
まってゐた｡彼はまたかの ｢高原地方｣や諸島や
と同じやうに,それら ｢国境地方｣を賞讃させる
べき治安の状態にあらしめもした｡
その息子 に して後継者 た るCharles一世
(1645-49)は父の政策を継績したが,然し,そ
れを極端にまで押し進めたので,彼は国民の反抗
心を刺激して,自分自身の滅亡をもたらした｡Ch-
arlesに於ける最初の重要なる処分は例の廃止条
令 (1626-9)であって,これはその父によって
制定された教会土地の下賜を撤回するところとな
り,かくして我がスコットラソドの臣下達の間に
その大多数に上る土地持ち階級の者達を不和なら
しめるところとなった｡またもうー っ別な処置に
よって,彼は長老派教会制度の精神を奪起させた
が,それはすでに粉砕されてしまってゐるやうに
見えた｡
1637年に,Charlesは-つの新しい礼拝式文を,
それが直にそれらすべての教会に於て,採用され
るべLとの緊急な命令を以て,下賜させた｡大多
数の聖職達は,自分らの信徒団による熱烈な支持
を以て,この刷新に対して,熱烈に抗議した｡こ
の新たなる新宿書に対して,二重の反対が発生し
た｡つまり,それがカトリック教の気味があった
といふことであり,またそれがその名前の離れ得
ないやうにその書に附きまとってゐる大監督La-
udによって,大概作られたものであると思ほれた
からであった｡
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Charlesは譲歩 しようとしなかったし,また
Whitehalに於けるかの最終悲劇へと通ずるとこ
ろのそれら事件が敏速に次々とつづいて起ったの
である｡貴族達は例の廃止促令に不満であり,漢
た公共事件の管理に当って監督達に委託されてゐ
るそれらの権勢と特権とに噴慨してゐるので,自
分ら自身とその国民が抱いてゐる宗教感情とを同
一視するのであった.かの国民連盟契約(1638年)
によって,国家は長老派教会制度の回復と高位聖
職者制度の根絶とを行ふ契約をしたのである｡
Clarlesは,譲歩するどころか,却ってむしろ,そ
の剣に訴-たのであるが,然し,1639年に於ける
第一回の監督戦争に於ける結果は,それら契約者
達の要求を一々受け入れるやうに自身が強いられ
てゐるのに気がつくといふことであった｡第二回
の監督戦争が1640年につづいて起り,そしてCha･
rlesはこのたびも亦自分がその敗北の当事者であ
ることに気がついた｡1642年には,イングランド
の下院議員達との長い論争が突然に内戦となって
しまった.それらイングランドの下院がその国民
論争にあるスコットランド人達にはすでに同情し
てしまってゐたので,1643年の厳粛同盟によって,
両者はその王に対する戦争に参加の契約をすると
ころとなった｡
この協定に入るに当って,スコットランド人達
はCharlesが圧倒されるといふ事件に於て,長老
派教会制度の政策が両国に課せられるべきことに
なってゐることを理解したのであって,- それ
を彼らの同盟EElが願はないし,またそれを実現す
るのは事実上彼らに出来ないやうな結果となって
しまった｡スコットランド人達の援助を以て,イ
ソグラソド議会の軍隊は回復不能なまでにChar-
1esの権勢を破滅した｡1646年5月に,彼はスコッ
トランド人達の掌中に入ったので,彼らは彼にそ
れら盟約を承認するやうに説得したが無益であっ
た｡
イングランド議会によってスコットランドが侵
略されるだらうと怯え,彼を待ってゐるその悲運
に何らの疑念を抱くことがない乍らも,彼らは彼
をその手に引き渡してしまった｡三年間,｢独立｣
を抑へ,そして長老派教会制度を確立することを
彼に誓約させるところの ｢契約｣として知られる
例の ｢協定｣によって,公爵Hamiltonが先導す
るスコットランド内にある一隊が国王のためにイ
ングランドを侵略しようと企てた｡
Hamiltomによって率ゐられるスコットランド
の一軍は事実上かの ｢国境地方｣を渡ったのであ
るが,今度自分の番になると,スコットラソドを
侵略 (1648年 8月)す る ところのCromwel
(1599-1658)によって寸断されてしまひ,そし
てその主要な指導者がかの偉大なるArgylの侯
爵であるところの長老派教会信徒達に屈服してし
まった｡1649年 1月,Charles一世の処刑六日後
に,スコットランド人達は,その息子を国王と宣
言し,ついで彼をスコットランドに招き寄せた｡
これがイングランド議会によって挑戦行為と見な
され,そしてCromwellは彼らの行為を中断する
ために,北方へ派遣された｡
Dunbarに於ける彼の圧倒的な勝利 (1650年 9
月)はスコットランド人達にとって,一つのきび
しい打撃であった｡然も,翌年の元旦に,彼らは
Sconeに於てCharlesを国王にさせ,彼を支-て
その侵略者に対抗させる準備をした09月に,Ch･
arlesはスコットランド軍の一隊を率ゐて,｢匪憤
地方｣を渡ったが,それはDunbar会議の記念日
に,CromwellのためにWorcesterに於て,全滅
させられた｡そこで,その結果,イングランドの
如何なる国王も何一つ- 9年といふ期間にわた
るスコットランドの完全な服従は,これを決して
達成することを出来ないでゐた｡
1653年の末期まで,この園はイングランドの隣
家によって,そしてその時から1660年まで,Crom･
welとその息子とによって支配された｡多くの点
に於て,この図は,それら土着君主達の誰によっ
てより以上によりよく統治されたのである｡イン
グランドとの自由貿易は商業を刺戟したし,裁判
は有効且つ公平に処理され,そして総会の廃止は
教会の混乱状態に臨時ながらも一つの阻止を興-
た｡然しながら,Cromwellの支配に於けるそれら
の結果中,最も注目さるべきものはスコットラン
ドとイングランドとの議会を統一したことであっ
て,スコットラソドは下院議会の際,Westminster
に座を占める三十名の議員によって代表されるの
であった｡
Charles二世の治世(1660-85)当初から,Jam-
es六世によって確立されてゐた国家･教会の行政
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組織を回復することが彼の慎重な政策であった.
彼は自分として,その回復後に,スコットランド
を訪問するといふことは決してなかったが,四人
の引き績く委員達- Middleton,Rothes,Laud-
erdale,James〔Yorkの公爵,後のJames七世
(二世)〕を通して,その国事を処理したのであるo
議会が召集されると,彼らは,何ら困難を引き起
すことのないやうな議員達を以て,注意深く身を
詰め囲まれるのであった｡
James六世の治下にあったので,この園を統括
したのは,その国王によって任命された枢密院に
よってであった.Charlesが遭遇せねはならな
かった最も重い困難は監督制度の回復にあった｡
大部分の国民はその意気投合に於て,長老教会派
的であったし,そしてこれらの同情が制止された
のは唯組織的な心理抑圧によるのみに過ぎなかっ
た｡引き唐 く免罪符によって,或る人々は篭絡さ
れてしまったが,然るに他の人々はその心が科料
とか投獄とか,また追放とかによって破られてし
まった ｡
然しながら,南西諸島に於て,如何なる物事も
その国民を監督制度に和解させることは出来な
かったので,また二回にわたって,彼らは反逆に
立ち上ったが,然し1666年にはRulionGreenに
於て,また1679年にはBothwelBrigに於て,紘
望的なまでに粉砕されてしまった｡この治世に於
け る最 も扇 情 的 な事 件 は大 監 督 Clarp
(1618-1679)の殺害 (1679年)であって,それ
は彼が監督制度を確立するに当って､Charlesの
主要な手先であったし,また非園教徒の信仰を支
持するために,その粘り強い努力によって,自身
を嫌はれ者 とならしめてしまってゐたからであ
る｡
James七世 (二世)〔1683-1701〕は公然たる
p-マン･カ トリック教徒であった.彼の初年
(1685)は宗教拒否 (国教忌避)者達に対する特
別に厳格な取扱で顕著となり,そしてその第二年
にはその国も自分自身の宗教に改宗させようとの
企図が始まった｡ローマン･カトリック教会に反
対する刑罰の法律はこれを議会が廃止しようとす
る要求が冷やかに受理され,そして,イングラン
ドに於けると同じやうに,彼は自分が認可しない
やうなさういふ法律を無効にする権利を,それに
よって主張する ｢特免権能｣に対する反還請求権
をもってゐた｡
わが政策にこの園を従はせるため,彼はプロテ
スタントとローマソ･カトリックとの非国教徒に
相等しく免罰符を輿-るのであったが,然し彼の
窮極目的は決して誤解されなかった｡公然と彼は
自分自身の宗教に係るそれらのもの達と改宗者に
なることに彼の寵愛を求めるところの唯三人であ
るに過ぎない大法官(㌢erth)と二人の国務大臣達
(mIelfortとMurray)とをその枢密院に配置さ
せるのであった｡1689年 3月に,一つのスコット
ランド議会が-ヂソバラに於て,召集された｡そ
して,それはJamesがその王位を ｢縁語｣(for-
efault)しておいたといふことを公式に宣言した
ので,そのことを連帯統治者としてのWilamと
Maryとに申し出したのである｡
wiliamの治世(1689-1702)全期を通じて,彼
によるスコットランドの統治は最大なる困難を
もって包囲された｡それら貴族達の中,精々二人
又は三人の忠誠には依存することが出来た｡それ
ら監督教会の牧師達と彼らを寵愛するところの者
達全員が多かれ少かれ彼の公然たる敵であった｡
また高原地方に於ける首領達の大多数はその追放
されてゐる王のため,何時でもその剣を抜く用意
をしてゐた｡Wiliamの下に座を占めるスコット
ラ./ドの議会に於ける第-会期中に監督制度が廃
止され,そして第二会期中に長老教会派制度がそ
の然るべき位置に据えられた｡
信仰箇候の上院議員として知られてゐる委員の
廃止によって,議会はそれがそれら最後になる
stewart家三人の下にあることになってゐる唯
単なる ｢男爵御前会議｣であるにとどまった｡
wiliam治世に於ける当初の幾月かの間に,ス
コットランドに於ける彼の政府はDundee子爵
の下にある ｢高原氏族｣の反乱によって,脅かさ
れていた｡然し,Kiliecrankieに於ける勝利(1689
午)の折節その指導者が死んだことはStewart家
の大義名分に致命的なものとなった｡然しながら,
Glencoeの大虐殺 (1692年)はかのJacobite党に
もうー っまた別な機会を輿-てしまったが,それ
といふのは,園の内外いづれに於ても,その革命
定着といふものに不信を抱かせるため,根気よく
それを使ふことであったからである｡
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このほかWiliamとイングランドとによる通
商上の妖拓に主として帰せられるDarienに於け
る植民地の破滅は,今や一世紀に亙って存在して
ゐる関係の断絶を脅し想はすそれら二国間に於け
る疎遠 を来 た した ので あ る｡Amneの治世
(1702-14)が開始した時に,｢安全保令｣による
スコットランドの階級人達 (Estates)が自分らは
同等なる交易特権に係る促件にもとづいてのほ
か,彼らに君臨しようとして,イングランドの統
治者をもっことはなからうと,宣言した｡
一層緊密な同盟が両国のためには必要であるこ
とを当時の政治家達に確信させたのは,その疎遠
が苦々しくあることそのことであった｡それで
1707年に,この同盟が,イングランドとスコット
ランドとの議会が併合することによって,一個の
代議政体となるまでに達成された｡スコットラソ
ドに於て,当時不評判であったとはいえ,この同
盟から生れた結果は両国に於けるEgl民に,その協
定が両国の福祉に適合してゐるのであると,次第
に確信させて行くのであった｡
ここからして,スコットランド史の主要な興味
紘,その歴史が1715年に於けるJacobite党の反乱
と1736年に於けるPorteousの暴動と1745年に於
ける第二回のJacobite党の反乱との如きかやう
な絵にも似た事件によって多様な形相にされては
ゐるけれども,この園に於けるそれら社会的,過
商上,そしてまた知識上の発展に於て見出される
ことが出来る｡その最後たる暴動の平定によって,
それら｢高地｣は遂に平穏に帰せられ,そして｢低
地｣の前進して行くところの文明と一致するので
あった｡
かの ｢四十五年｣につづく拭史に於ける崇高な
一章はかの｢ダソダスの暴政｣(1783-1809)とし
て知られてゐるものであって,その間に,このEg
はMelvile子爵HenryDundasによって支配さ
れるTory党に完全なる政治上の従属状態にあっ
た.このTory｢政体｣に対抗して,勢力的なる国
民感情といふものが次第に発達してゆくのであっ
て,それは1802年に設立されたかの ｢-ヂソバラ
坪論雑誌｣の中に表はれ,そして1832年に於ける
｢改革目録｣の結果として,かの政権が ｢Tory｣
党から彼らの政敵 ｢whig党｣に移転した｡
国家の資源に於ける発展と彼女 (蘇閥)が交易
と製造との種々なる部門に於て発揮してしまって
ゐるところの盛大なる精力とによって,スコット
ランドはそれの当然なる比率より以上多くを連合
王国の資源に貢献してしまってゐる｡植民地の拡
張に於て,彼女は一つの特に鋲著な役割を演じて
しまってゐる｡その海浜から来た移民達はカナ
ダ･ニュージーランド･オーストラリアの諸植民
地に於ける最も栄達した開拓者達となってゐる｡
それに,また発祥をスコットランドとする卓越し
た植民地の管理者達は国家の努力と企業との顕著
なる証按として,注目されてゐるO
実践的 ･純理的な理念の範囲に於て,スコット
ランドは,それ自身がその政治に関する協同者に
対する一個の立派な相手であることも立証してし
まってゐるO
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